
「地方空港を活用した相互交流の促進事業」
事業説明会

6月17日（水）10:00～11:00



１．本事業の背景と目的:単独の誘致からエリア連携による「双方向の循環」へ

主な対象となる取組
地方空港を活用した相互交流に向けた計画の策定
地方空港発着の国際定期便や国際チャーター便の誘致
地方空港を活用した地方周遊旅行商品の企画・造成）
本取組に関するSNS等を活用した情報発信、プロモーション 等 2



事業モデルイメージ

事業の一例

事業実施主体
（地方自治体・空港利用促進協議会等）
補助率1/2 最大3,000万円の補助

インバウンド周遊ツアー
＋日本人向けアウトバウンド企画造成

企画造成費合計は全体の19%
(2割ルールクリア)
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==== 国内移動========         ==== 国内空港
A（主体）

=================       ===============

国内空港 B
（連携空港）

新規路線

新規路線

ケース① 実施主体となるA空港、および連携先となるB空港がいずれも新規路線を誘致するケース。

海外
ターゲット国

====         ====国内空港
A（主体）

=================       ===============

国内空港 B
（連携空港）

新規路線

新規路線

海外
ターゲット国

空路・陸路の移
動手段は問わず

インバウンドの人の流れ

アウトバウンドの人の流れ
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=====         ====

==== 国内移動========         ====

=================       ===============

既存路線

新規路線

国内空港 B
（連携空港）

国内空港
A（主体）

新規路線

国内空港
A（主体）

海外
ターゲット国

海外
ターゲット国

ケース② 実施主体となるA空港が新規路線を誘致し、連携先となるB空港が既存路線を利用するケース。

インバウンドの人の流れ

アウトバウンドの人の流れ

空路・陸路の移
動手段は問わず
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================     

====         ====

新規路線
海外

ターゲット国

【条件】
•主体空港と連携空港を周遊する着
地型商品の造成が前提

•空路利用に限る。

国内空港
A

（主体）

=====         ====

新規路線
海外

ターゲット国

既存国内路線

ケース③ 実施主体となるA空港がハブとなり、連携先空港のインバウンド・アウトバウンドを促進するケース。

インバウンドの人の流れ

アウトバウンドの人の流れ

===========

国内空港 B
（連携空港）

国内空港 C
（連携空港）

国内空港 D
（連携空港）

=========== 国内空港
A（主体）

国内空港 B
（連携空港）

国内空港 C
（連携空港）

国内空港 D
（連携空港）

既存国内路線

【条件】
•連携空港を発着地とするアウトバウンド商品の造成が前提
•空路利用に限る。
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連携空港

【対象外】
成田・羽田・中部・関空・伊丹
は本事業の対象外です。
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重複事例① 複数の事業で「連携先」が重複する場合

A・B両事業の誘
致活動に係る経費

（例） （例）

A事業の誘致活動に係る経費

B事業に係るプロモーション経費
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重複事例② 『事業主体』が別事業の『連携先』になる場合
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ケース①

ケース②

ケース③
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４．補助対象経費
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（例） （例）
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５．間接補助事業者の選定
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６．申請手続
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７．その他重要説明事項(一部抜粋)

※申請にあたっては、補助金交付規程を必ずご一読ください。
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ご質問・お問い合わせ

令和８年度 「地方空港を活用した相互交流の促進事業」事務局
（東武トップツアーズ株式会社 官公庁事業部 内）

〒108-0075 東京都港区港南1-8-15 Wビル18F
担 当:北垣戸・山下・安田
E-mail: chihoukuko-sougokouryu@tobutoptours.co.jp
電 話: 050-9000-5887
受付時間:10:00～17:00（土曜日、日曜日、祝日を除く）


